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学校教育目標「人格を高め　社会に貢献できる生徒の育成」
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長浜市立西中学校
学校報

令和6年10月1日

第6号東風
文化の香り高き 「西春謳歌（せいしゅんおうか）」！

～西中伝統「合唱コンクール」全面開催～

９月２０日（金）午前、本校体育館にて「合唱コンクール」を開催しました。９月に入って各クラスで練

習を重ね、当日は熱中症が心配される中、休憩時間を十分に取りながらの実施となりました。発表曲は、ク

ラスで選んだものと学年合唱の２つです。一昨年度まではコロナ対応のため中止や学年別に行っていたもの

が、昨年より全校での完全実施となり、校地内に素晴らしい歌声が響き、文化の香り高い西中学校となりま

した。

コンクールに「金賞」「銀賞」「学年１位」など賞はつきものです。しかし、生徒たちはそのことを目標

にしながらも、賞だけでは得られない「合唱に誇りを持っている」と実感しました。取組の中で、仲間のこ

とを思いやる温かな心、協調性・団結力が高まったこと、生徒自身が主体となる活動で自治的能力が向上し

たことは、日々の充実した学校生活につながると言えます。こうした大切なものを、すべての学年・クラス

の皆さんが獲得したのは間違いありません。

めざせ、生徒会スローガン「西春謳歌（せいしゅんおうか）」！ この合唱コンで得た「自信と誇り」を

胸に、次のステップにつなげ

てほしいと願っています。
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生徒会

【学校行事スローガン】

大切な仲間と最高な時間を一緒に過ごす、という願いが込めら

れ、「西春」は、西中の思い出、青春。「謳歌」は、思う存分楽しむ

こと。「謳歌」には、「 声を合わせて歌うこと。声をそろえて褒めた

たえること。恵まれた幸せをみんなで大いに楽しみ喜び合うこ

と。」という意味があります。全校で取り組む学校行事（合唱コン

クール・体育大会）には、ピッタリのスローガンだと言えます。

学年１位 曲 優秀指揮者 優秀伴奏者

１年 １年４組 HEIWAの鐘 中川瑛智（２組） 川㞍琴菜（５組）

２年 ２年４組 ﾊｰﾄのｱﾝﾃﾅ 四塚拓真（５組） 辻野穂夏（１組）

３年 ３年４組 証 斎藤純輝（４組） 中川寧彩（２組）

１年学年合唱「大切なもの」 ２年学年合唱「ほらね、」

３年学年合唱「春に」

コンクール結果

３年学年合唱「春に」は、詩人の谷

川俊太郎氏が作詞されました。春に生

命が動き始めることを表現しつつ、人

間の生命・人生との相対を表現されて

います。詩の後半に出てくる「青」と

は青春の思いを表され、中学生の皆さ

んにふさわしいものと言えます。

（敬称略）



主　な　予　定

1 火 （放）体育大会アーチ制作

2 水

3 木

4 金 ⑦大繩練習

5 土

6 日

7 月 ⑦大繩練習

8 火 ⑦大繩練習

9 水 ③④予行練習　⑤⑥前日準備

10 木 第78回体育大会

11 金 体育大会予備日

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火

16 水 生徒会役員選挙告示１

17 木 ①～⑤３年実力テスト

18 金 中体連秋季新人大会

19 土

20 日

21 月 ③２年：伝統文化学習事前指導

22 火

23 水

24 木 ⑤⑥ＰＴＡ親子講演会

25 金
生徒会役員選挙告示２
全校集会

26 土

27 日 まちなかフェスタ（吹奏楽部演奏）

28 月 ③２年：伝統文化学習【開講日】

29 火

30 水 学年ビブリオトーク

31 木

本年の合唱コンクールは、クラス発表・学年発表に続い

て、PTA・教職員による「西中合唱団」の発表、さらに生

徒会有志による発表（WESTIVAL）もあり、保護者・地域の

皆様に開放し、西中生の頑張りをご覧いただくようにしま

した。

「西中合唱団」はこれま

で毎週夜に練習を重ねてき

たものです。会場は大いに

盛りあがり、アンコールの

声にこたえての大合唱とな

りました。すばらしい歌声

を発表いただいたPTA関係

の皆様には心から感謝申

しあげます。

生徒会有志では、２つ

のグループがステージで

楽器演奏や歌の発表をし

ました。初めての試みで

したが、自分たちで創意工夫を凝らし、会場を大いに盛り

あげました。

いずれも生徒にとって、忘れることのできない合唱コン

クールになったものと思います。

西中PTA・教職員「西中合唱団」登場

～生徒会有志「WESTIVAL」開催！

＊個人情報の取り扱いには十分ご注意ください。

１０月になりました。朝夕少し涼しくなり、世間では

「読書の秋」「スポーツの秋」「芸術の秋」などとよく言

われます。

去る中秋の名月の日。月を

ながめていたら、普段気づか

ない街の中で、明るいLED

（青色発行ダイオード）

が目に留まりました。現在

LEDは、省電力で地球環境にはなくてはならないものにな

りました。

このLEDの研究で、

１０年前に３人の日

本人がノーベル賞を

受賞しました。その

中の一人、中村修二

氏が自署の中で「できない理由を探すな。どうしたらでき

るか考えろ」と述べています。かつて、実用化レベルの高

輝度な青色LEDの開発は当面無理と言われていました。し

かし、中村氏は青色LEDの主な材料となる「窒化ガリウ

ム」というものの大きな結晶を作製する技術を開発し、そ

のおかげで青色LEDの製品化が実現したのです。

私たちは困難な場面に出くわすと、できない理由を探し

がちです。失敗したら言い訳ばかりが先行します。中村氏

は、LED開発を通して、すべてのことを真摯に受け止め、

目標に向かって地道に努力を続けることの大切さを示唆さ

れています。

この秋という季節に、どんな小さなことでもいいから自

分の目標をもって、前向きにチャレンジしてほしいと願っ

ています。あなたの「〇〇の秋」は何でしょうか？

あなたの「〇〇の秋」は何でしょうか？

行事予定


